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金
子
和
之
氏（
神
鋼
溶
接
サ
ー
ビ
ス
） 第

１
回
Ｊ
Ｗ
Ｅ
Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー
認
定

溶
接
は
十
人
十
色

業
績
賞
に
浅
井
知
氏（
阪
大
）

溶
接
学
会
賞
　

決
ま
る


人
が
社
会
に
巣
立
つ

日
本
溶
接
構
造
専
門
学
校

溶
接
の
魅
力
発
信
が
活
発
化

中
小
企
業
が
溶
接
の
楽
し
さ
伝
え
る

溶接作業を担うのは日本の溶接士

慢性的な人手不足により、外国人労働者に
頼る企業が増える中、日本人溶接士を鍛え上
げることに注力し、溶接士が必ず必要となる
プラント事業を担う企業がある。秋田市に本
社を置く、日本精機（石塚広行社長）だ。外
国人技能者を雇用することで成功する例があ
る一方、外国人技能実習生が在留資格を取得
するまでの期間、生存権を侵害しないための
措置をとるように勧告するなど、多くの課題
も指摘されている。日本精機の相原幸夫生産
本部長に「日本人溶接士へのこだわり」につ
いて聞いた。
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友
人
宅
に

遊
び
に
行
っ

た
と
き
の
こ

と
。
席
に
着

く
と
、
近
く

に
あ
っ
た
ぬ
い
ぐ
る
み

が
突
然
挨
拶
を
し
て
驚

い
た
。
ぬ
い
ぐ
る
み
に

Ａ
Ｉ
が
組
み
込
ま
れ
て

お
り
、
セ
ン
サ
に
反
応

し
て
話
し
か
け
る
仕
組

だ
。
さ
ら
に
、
こ
の
ぬ

い
ぐ
る
み
、
ス
マ
ホ
で

ア
プ
リ
を
購
入
し
、
同

デ
ー
タ
を
送
信
す
る
こ

と
で
会
話
機
能
を
拡
大

し
、
少
し
ず
つ
進
化
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
。
し

り
と
り
な
ど
、
簡
単
な

会
話
の
や
り
と
り
も
で

き
る
よ
う
に
な
る
そ
う

だ
▼
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の

プ
ラ
モ
デ
ル
を
み
る

と
、
可
動
範
囲
の
拡
大

や
変
形
の
忠
実
な
再
現

な
ど
に
よ
り
、
細
か
い

部
品
が
増
え
る
が
、
そ

の
た
め
に
必
要
な
嵌
合

精
度
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
接
着
剤
を
使
わ

な
い
パ
ー
ツ
を
実
現
す

る
。
こ
れ
ら
を
可
能
に

す
る
の
は
金
型
精
度
の

向
上
だ
が
、
そ
こ
に
は

我
々
に
な
じ
み
の
深
い

レ
ー
ザ
加
工
技
術
も
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
▼

玩
具
に
最
先
端
技
術
が

使
わ
れ
る
こ
と
に
、
一

部
に
は
「
技
術
の
無
駄

遣
い
」
と
揶
揄
す
る
声

も
聞
か
れ
る
が
、
玩
具

も
最
先
端
技
術
を
用
い

て
機
能
を
増
や
し
た

り
、
造
形
精
度
を
高
め

た
り
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
子
供
だ
け
だ
っ

た
購
買
対
象
を
大
人
に

ま
で
広
げ
る
こ
と
に
成

功
す
る
な
ど
の
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。
使
わ
れ

て
こ
そ
の
技
術
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
（
Ｙ
）

「
若
い
う
ち
に
溶
接
を

満
喫
し
て
」

溶
接
学
会
（
篠
﨑
賢
二
会
長
）
は
溶
接
学
会
学
会
賞
各
賞
な
ら
び
に
、
特

定
会
員
（
名
誉
員
、
特
別
員
）
を
決
定
し
た
。
溶
接
の
学
術
に
関
し
優
秀
な

業
績
を
上
げ
た
者
に
授
与
す
る
業
績
賞
は
「
溶
接
プ
ロ
セ
ス
の
セ
ン
シ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
お
よ
び
溶
接
品
質
の
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
に
関
す

る
研
究
」
に
よ
り
浅
井
知
氏
（
大
阪
大
学
）
＝
写
真
＝
が
受
賞
の
栄
誉
に
輝

い
た
。

卒
業
生
お
よ
び
関
係
者
一
同

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
溶

接
を
教
え
る

長
年
に
わ
た
り
溶
接
技

術
の
開
発
ま
た
は
応
用
普

及
に
貢
献
し
、
後
進
の
教

育
や
指
導
・
育
成
に
貢
献

し
た
者
に
授
与
す
る
佐
々

木
賞
は
「
航
空
宇
宙
機
器

を
対
象
と
し
た
摩
擦
撹
枠

接
合
の
開
発
と
実
用
化
推

進
並
び
に
後
進
溶
接
技
術

者
・
技
能
者
の
指
導
・
育

成
に
貢
献
し
た
功
績
」
に

よ
り
佐
藤
広
明
氏
（
（
三

菱
重
工
業
）に
授
与
す
る
。

溶
接
学
会
論
文
賞
は

「
ナ
ゲ
ッ
ト
径
変
動
時
の

十
字
引
張
強
さ
に
及
ぼ
す

短
時
間
・
高
電
流
の
パ
ル

ス
通
電
の
影
響
―
超
ハ
イ

テ
ン
の
パ
ル
ス
通
電
活
用

抵
抗
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
技
術

の
開
発
」
谷
口
公
一
（
Ｊ

Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
）
松
田
広

志
（
同
）
池
田
倫
正
（
Ｊ

Ｆ
Ｅ
テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ
）、

「
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
　
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ

に
よ
る
ボ
イ
ド
成
長
解
析

に
基
づ
く
延
性
ダ
メ

ー
ジ
モ
デ
ル
」
「
ボ

イ
ド
成
長
解
析
に
基

づ
く
ダ
メ
ー
ジ
モ
デ

ル
の
延
性
亀
裂
進
展

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
適
用
」
山
田
剛

久
（
Ｉ
Ｈ
Ｉ
）
大
畑

充
（
大
阪
大
学
）
の
２
件

５
氏
に
授
与
す
る
。

溶
接
学
会
論
文
奨
励
賞

は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ー
ク

溶
接
画
像
セ
ン
シ
ン
グ
手

法
の
基
礎
検
証
―
イ
ン
プ

ロ
セ
ス
ア
ー
ク
溶
接
品
質

管
理
技
術
の
開
発
」
笠
野

和
輝
（
住
友
重
機
械
工

業
）
、
「
抵
抗
ス
ポ
ッ
ト

溶
接
部
に
お
け
る
温
度
・

応
力
変
化
を
考
慮
し
た
水

素
拡
散
解
析
」
川
邉
直
雄

（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
）
の

２
件
２
氏
が
受
賞
し
た
。

田
中
亀
久
人
賞
は
「
酸

素
プ
ラ
ズ
マ
切
断
用
電
極

の
長
寿
命
化
技
術
に
関
す

る
開
発
」
の
業
績
に
よ
り

佐
野
義
美
（
日
酸
Ｔ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
）
伊
原
大
輔

（
同
）山
本
健
太
郎（
同
）

田
中
和
士（
中
部
電
力
）、

竹
内
章
浩
（
同
）
の
５
氏

が
受
賞
し
た
。

妹
島
賞
は
「
画
像
処
理

技
術
と
機
械
学
習
技
術
の

活
用
に
よ
る
熟
練
者
の
技

能
を
実
装
し
た
自
動
溶
接

技
術
の
実
用
化
」
の
業
績

に
よ
り
鴨
和
彦
（
三
菱
重

工
業
）
坂
野
泰
隆
（
同
）

周
田
直
樹
（
同
）
中
尾
健

太（
同
）立
石
浩
毅（
同
）

の
５
氏
が
受
賞
し
た
。
　

溶
接
学
会
ベ
ス
ト
オ
ー

サ
ー
賞
は
「
溶
接
接
合
教

室
―
特
論
編
」
（
第

巻

４
号
）
「
航
空
機
エ
ン
ジ

ン
の
革
新
的
も
の
づ
く
り

を
実
現
す
る
先
端
生
産
科

学
―
革
新
的
生
産
技
術
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
　
技
術

の
融
合
」
に
よ
り
都
筑
亮

一
（
川
崎
重
工
業
）
、

「
溶
接
接
合
教
室
―
特
論

編
」
（
第

巻
７
号
）

「
溶
接
部
の
耐
食
性
」
に

よ
り
中
山
元
（
Ｉ
Ｈ
Ｉ
）

の
２
件
２
氏
が
受
賞
し

た
。溶

接
学
会
技
術
貢
献
賞

は
「
溶
接
部
特
性
に
優
れ

る
高
機
能
厚
鋼
板
／
薄
鋼

板
の
技
術
開
発
な
ら
び
に

若
手
育
成
に
対
す
る
貢

献
」
に
よ
り
植
田
圭
治
氏

（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
）
に

授
与
す
る
。

名
誉
員
は
安
田
功
一
氏

（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
テ
ク
ノ
リ
サ
ー

チ
）
、
特
別
員
は
篠
﨑
賢

二
氏
（
呉
工
業
高
等
専
門

学
校
）
を
選
定
し
た
。
溶

接
学
会
フ
ェ
ロ
ー
は
加
藤

数
良
、
牧
野
吉
延
の
２
氏

を
認
定
し
た
。

４
月

日
に
学
術
総
合

セ
ン
タ
ー
一
ツ
橋
講
堂

（
東
京
・
千
代
田
区
）
で

の
溶
接
学
会
定
時
総
会
で

表
彰
を
行
う
。

日
本
溶
接
技
術
セ
ン
タ

ー
付
属
日
本
溶
接
構
造
専

門
学
校（
川
崎
市
川
崎
区
、

大
北
茂
校
長
）
は
３
月


日
、
同
校
大
講
堂
で
２
０

１
９
年
度
卒
業
式
を
行
っ

た
。
設
備
・
構
造
安
全
工

学
科
２
年
生
５
人
、
鉄
骨

生
産
工
学
科
２
年
生
４

人
、
溶
接
・
検
査
技
術
科

１
年
生
５
人
の

人
が
、

晴
れ
わ
た
っ
た
春
の
陽
射

し
の
中
、
同
校
関
係
者
に

見
守
ら
れ
、
学
び
舎
を
旅

立
ち
社
会
へ
と
巣
立
っ
て

い
っ
た
。

卒
業
生
を
代
表
し
て
設

備
・
構
造
安
全
工
学
科
２

年
の
山
口
祥
生
さ
ん
は
、

無
事
に
卒
業
で
き
る
こ
と

に
対
し
周
囲
へ
感
謝
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
「
先
生

方
の
熱
心
な
指
導

に
よ
っ
て
各
種
資

格
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
学

校
で
学
ん
だ
知
識

と
資
格
を
生
か

し
、
社
会
人
と
し

て
、
さ
ら
に
精
進

し
て
い
く
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。

大
北
校
長
は

「
本
校
で
溶
接
、

非
破
壊
検
査
を
学

ん
だ
こ
と
で
自
信

に
あ
ふ
れ
た
表
情

が
顔
に
表
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
し
た
う
え

で
、
「
社
会
人
と
な
る
こ

れ
か
ら
は
真
剣
勝
負
の
世

界
で
あ
り
、
そ
の
道
の
り

は
長
く
、
壁
に
突
き
当
た

る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で

も
諦
め
る
こ
と
な
く
努
力

す
る
姿
勢
で
の
ぞ
ん
で
ほ

し
い
。
ま
た
、
在
学
中
に

取
得
で
き
な
か
っ
た
資
格

に
つ
い
て
支
援
体
制
を
整

え
て
お
り
、
社
会
に
出
て

活
躍
す
る
こ
と
が
本
校
の

発
展
に
つ
な
が
る
」
と
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。

仲
田
孝
幸
同
窓
会
長
は

「
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と

が
知
識
だ
と
す
る
と
、
こ

れ
か
ら
社
会
人
と
し
て
経

験
を
積
ん
で
い
く
こ
と
が

重
要
に
な
る
。
怖
れ
ず
ひ

る
ま
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
。
私
は
社
会
人
と

し
て

年
が
経
過
し
た

が
、
学
生
時
代
の
仲
間
と

本
音
で
語
り
合
え
る
。
ぜ

ひ
友
人
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
」
と
今
後
の
活
躍
に

期
待
を
寄
せ
た
。

卒
業
生
の
主
な
進
路

は
、
家
業
の
鉄
骨
加
工
業

や
鋼
構
造
メ
ー
カ
ー
、
検

査
会
社
な
ど
で
、
新
規
と

な
る
採
用
企
業
が
２
社
と

な
っ
た
。

卒
業
生
の
氏
名
、
各
種

表
彰
は
次
の
通
り
（
順
不

同
、
敬
称
略
）

【
設
備
・
構
造
安
全
工

学
科
２
年
生
】川
内
道
成
、

新
堀
智
也
、
杉
山
尭
生
、

山
口
祥
生
、
原
大
夢

【
鉄
骨
生
産
工
学
科
２

年
生
】
青
木
駿
佑
、
川
音

将
希
、
鈴
木
涼
介
、
相
馬

大
夢【

溶
接
・
検
査
技
術
科

１
年
生
】

野
誠
貴
、
常

田
大
翔
、
利
根
直
樹
、
藤

下
祐
麿
、
グ
エ
ン
・
ミ
ン

・
ク
ァ
ン

▽
成
績
優
秀
賞
＝
山
口

祥
生
、
鈴
木
涼
介
▽
松
尾

記
念
賞
＝
川
音
将
希
、
相

馬
大
夢
、
利
根
直
樹
▽
皆

勤
賞
＝
新
堀
智
也
、
山
口

祥
生
、
青
木
駿
佑
▽
精
勤

賞
＝
鈴
木
涼
介
、
相
馬
大

夢

　
「
ラ
イ
バ
ル
と
切
磋
琢

磨
を
し
て
技
能
を
身
に
着

け
た
。
溶
接
士
は
十
人
十

色
。
指
導
で
は
型
に
は
め

な
い
よ
う
心
が
け
て
い

る
」
と
話
す
神
鋼
溶
接
サ

ー
ビ
ス
（
神
奈
川
県
藤
沢

市
）
の
金
子
和
之
氏
。
同

社
の
Ｃ
Ｓ
推
進
部
Ｃ
Ｓ
グ

ル
ー
プ
長
を
務
め
、
社
内

外
へ
の
溶
接
指
導
な
ど
が

評
価
さ
れ
昨

年
の
第
１
回

日
本
溶
接
協

会
マ
イ
ス
タ

ー
（
Ｊ
Ｗ
Ｅ

Ｓ
マ
イ
ス
タ

ー
）
に
認
定

さ
れ
た
。
全
国
競
技
会
で

の
入
賞
や
溶
接
管
理
技
術

者
特
別
級
の
取
得
な
ど
多

彩
な
経
験
を
持
つ
金
子
氏

に
話
を
聞
い
た
。

　
金
子
氏
は
１
９
８
２
年

神
戸
製
鋼
所
に
入
社
。
試

験
室
ワ
イ
ヤ
試
作
班
に
配

属
さ
れ
約
３
年
間
溶
接
ワ

イ
ヤ
の
試
作
業
務
を
行

う
。
「
溶
接
は
工
業
高
校

時
代
に
多
少
の
経
験
が
あ

っ
た
。
最
初
の
配
属
は
実

際
に
溶
接
を
す
る
仕
事
で

は
な
か
っ
た
が
、
ソ
リ
ッ

ド
ワ
イ
ヤ
や
Ｆ
Ｃ
Ｗ
の
製

造
工
程
な
ど
技
術
全
般
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
。

そ
の
後
、
念
願
だ
っ
た
試

験
室
溶
接
班
に
溶
接
士
と

し
て
配
属
さ
れ
る
。
「
班

員
一
人
ひ
と
り
誇
り
が
高

く
技
術
を
高
め
あ
う
環
境

だ
っ
た
。
最
初
は
基
本
的

な
仕
事
し
か
任
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
そ
の
後
船
級
試

験
な
ど
重
要
な
溶
接
を
任

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」。

　
半
自
動
溶
接
班
に


年
、
手
溶
接
班
に
３
年
間

在
籍
。
そ
の
間
に
社
内
大

会
で
金
賞
、
神
奈
川
県
大

会
で
は
２
位
に
入
賞
し
全

国
溶
接
技
術
競
技
会
へ
２

度
出
場
、

年
の
全
国
競

技
会
で
は
被
覆
ア
ー
ク
溶

接
の
部
で
優
秀
賞
入
賞
を

果
た
す
。
「
当
時
は
神
戸

製
鋼
グ
ル
ー
プ
内
で
溶
接

技
能
な
ど
を
競
う
全
社
大

会
を
開
催
し
て
い
た
。
社

内
外
で
の
競
技
会
で
は
交

流
も
広
が
っ
た
。
上
に
は

上
が
い
る
こ
と
を
知
り
、

貴
重
な
経
験
だ
っ
た
」
。

　
そ
の
後
、
技
術
サ
ー
ビ

ス
室
（
現
神
鋼
溶
接
サ
ー

ビ
ス
Ｃ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
）
へ

異
動
。
ユ
ー
ザ
ー
に
溶
接

材
料
の
選
定
や
施
工
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
技
術
・
技
能

指
導
を
行
う
業
務
に
就

く
。
溶
接
の
不
具
合
が
発

生
し
た
と
い
う
顧
客
か
ら

怒
鳴
り
つ
け
ら
れ
た
経
験

も
あ
る
。
「
毎
回
胃
が
痛

く
な
り
な
が
ら
、
数
ヵ
月

程
通
い
つ
め
た
。
様
々
な

条
件
を
社
内
で
も
試
し
な

が
ら
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
た
」
。
多
く
の
業
務
の

中
、
金
子
氏
は
一
貫
し
て

「
技
術
サ
ー
ビ
ス
は
先
輩

方
が
信
念
を
も
っ
て
継
承

し
て
き
た
業
務
」
と
い
う

思
い
で
日
々
仕
事
に
向
き

合
っ
て
き
た
。
『
社
内
の

技
能
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

た
』
『
仕
事
が
増
え
た
』

な
ど
の
言
葉
を
も
ら
え
た

時
に
や
り
が
い
を
感
じ

る
」
と
語
る
。

　
自
ら
の
溶
接
経
験
で
は

「
常
に
向
上
心
を
持
っ
て

鍛
錬
を
続
け
る
こ
と
が
重

要
。
競
技
会
出
場
や
指
導

の
時
に
得
た
経
験
が
自
分

の
溶
接
に
も
生
き
て
い

る
」
と
振
り
返
る
。
社
内

外
で
の
指
導
で
は
「
人
は

み
な
運
動
神
経
や
体
力
、

感
性
が
違
う
。
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
早
く
見
極
め
、

押
し
つ
け
た
り
、
型
に
は

め
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い

る
」
。
小
さ
な
目
標
を
与

え
な
が
ら
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
促
す
。
こ
の
他
に
も
金

子
氏
は
中
国
へ
の
赴
任
経

験（
唐
山
神
鋼
溶
接
材
料
）

や
溶
接
管
理
技
術
者
特
別

級
の
取
得
な
ど
多
く
の
経

験
を
持
つ
。
後
進
に
向
け

て
は
「
溶
接
を
通
じ
て
た

く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
交

流
が
で
き
た
。
常
識
に
と

ら
わ
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

し
て
ほ
し
い
。
年
を
取
り

老
眼
が
進
む
と
溶
接
を
し

て
い
て
も
ど
か
し
い
こ
と

が
あ
る
。
若
い
う
ち
に
溶

接
を
満
喫
し
て
ほ
し
い

（
笑
）
」
と
語
る
。

　
労
働
人
口
の
減
少
に
と

も
な
い
、
製
造
業
に
と
っ

て
人
手
不
足
へ
の
対
応
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
中
、
中
小

企
業
が
自
ら
溶
接
の
魅
力

を
発
信
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
溶
接
士
の
確
保
に
つ

な
げ
よ
う
と
す
る
動
き
が

活
発
化
し
て
き
た
。

福
井
県
坂
井
市
に
本
社

を
置
く
、
長
田
工
業
所

（
小
林
輝
之
社
長
）
は
、

製
缶
や
プ
ラ
ン
ト
設
備
を

を
製
造
す
る
資
本
金
８
０

０
万
円
、
従
業
員
約

人

の
中
小
企
業
で
あ
る
。
そ

ん
な
同
社
が
２
０
１
５
年

６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の

が
溶
接
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
ア
イ
ア
ン
プ
ラ
ネ
ッ

ト
」
で
あ
る
。

同
テ
ー
マ
パ
ー
ク
は
、

工
場
を
広
く
開
放
し
、
工

場
見
学
を
受
け
入
れ
る
ほ

か
、
工
場
ス
タ
ッ
フ
の
協

力
で
溶
接
を
体
験
し
た

り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

も
の
づ
く
り
を
す
る
な

ど
、
溶
接
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
場
所
に
し
て
い

る
。
在
庫
や
工
作
機
械
な

ど
の
倉
庫
代
わ
り
に
使
用

し
て
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
テ

ー
マ
パ
ー
ク
用
に
す
る
こ

と
で
実
現
し
た
。

小
林
社
長
は
「
家
業
が

鉄
工
所
（
長
田
工
業
所
）

だ
っ
た
た
め
、
子
供
の
頃

か
ら
溶
接
の
中
で
遊
び
、

学
び
、
育
っ
て
き
た
。
そ

し
て
、
も
の
づ
く
り
の
感

動
を
味
わ
っ
て
き
た
。
ア

イ
ア
ン
プ
ラ
ネ
ッ
ト
で
も

の
づ
く
り
を
身
近
に
感

じ
、
そ
の
感
動
体
験
に
よ

っ
て
、
次
世
代
の
も
の
づ

く
り
を
担
う
人
材
が
育
つ

き
っ
か
け
と
し
た
い
」
と

す
る
。

そ
の
長
田
工
業
所
の
取

り
組
み
に
共
感
し
、
溶
接

体
験
工
房
「
ア
イ
ア
ン
プ

ラ
ネ
ッ
ト
・
ベ
ー
ス
オ
ブ

ヌ
マ
ヅ
」
を
７
月
に
開
設

を
予
定
し
て
い
る
鉄
骨
加

工
業
者
が
あ
る
。
静
岡
県

沼
津
市
に
本
社
を
置
く
、

影
山
鉄
工
所
（
影
山
彰
久

社
長
）
だ
。
資
本
金
２
０

０
０
万
円
、
従
業
員
約


人
の
中
小
企
業
で
あ
る
。

同
社
で
は
、
同
時
期
に

完
成
予
定
の
同
社
新
棟

に
、
同
工
房
向
け
の
講
義

室
と
体
験
室
の
２
部
屋
を

設
置
予
定
。
長
田
工
業
所

の
小
林
社
長
の
助
言
を
得

て
、
初
心
者
向
け
の
低
出

力
か
ら
プ
ロ
に
向
け
た
高

出
力
の
も
の
な
ど
計
３
台

の
溶
接
機
な
ど
各
種
機
材

を
そ
ろ
え
る
。
溶
接
に
よ

る
金
属
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や

表
札
、
各
種
オ
ブ
ジ
ェ
な

ど
の
製
作
を
通
し
て
、
も

の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝

え
て
い
く
方
針
だ
。

影
山
社
長
は
「
近
隣
学

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け

入
れ
て
い
る
が
、
当
社
に

来
た
学
生
の
多
く
は
『
溶

接
は
楽
し
い
』と
答
え
る
。

溶
接
が
３
Ｋ
（
き
つ
い
、

汚
い
、
危
険
）
と
言
わ
れ

て
敬
遠
さ
れ
る
の
は
、
溶

接
の
せ
い
で
は
な
く
、
我

々
が
魅
力
を
伝
え
き
れ
て

い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
そ

こ
で
広
報
や
幅
広
い
業
務

に
着
手
し
て
、
面
白
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

ポ
イ
ン
ト
を
つ
く
る
こ
と

で『
溶
接
は
カ
ッ
コ
い
い
』

と
伝
え
た
い
」
と
す
る
。


年
に
東
京
・
江
戸
川

区
に
開
業
し
た
ば
か
り
の

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ワ
ー
ク

ス
（
宮
本
卓
社
長
）
は
、

溶
接
に
よ
る
受
託
加
工
業

を
営
む
、
従
業
員
３
人
の

中
小
企
業
で
あ
る
。

宮
本
社
長
が
専
門
学
校

で
溶
接
を
教
え
た
経
験
を

生
か
し
、
工
場
設
備
を
利

用
し
て
広
く
一
般
に
向
け

て
溶
接
を
指
導
す
る
「
宮

本
溶
接
塾
」
を
開
設
。
溶

接
の
魅
力
の
発
信
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

受
講
者
は
溶
接
の
初
心

者
が
多
く
、
工
場
の
端
材

を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
雑

貨
な
ど
を
作
る
こ
と
で
も

の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝

え
る
。

宮
本
社
長
は
「
溶
接
は

面
白
い
。
と
に
か
く
敷
居

を
低
く
し
て
、
溶
接
に
興

味
を
持
つ
人
を
増
や
す
こ

と
が
、
溶
接
士
を
志
す
人

の
増
加
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
す
る
と
、
女

性
参
加
者
が
多
く
、
近
所

の
主
婦
な
ど
が
受
講
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
た
。

敷
居
さ
え
低
く
す
れ
ば
年

齢
や
性
別
を
問
わ
ず
も
の

づ
く
り
の
魅
力
は
届
く
と

信
じ
る
」
な
ど
と
し
、
溶

接
の
魅
力
を
強
調
す
る
。

こ
う
し
た
各
社
の
取
り

組
み
が
広
が
る
こ
と
で
溶

接
人
口
が
増
え
る
こ
と
に

期
待
し
た
い
。


